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情報教育科 目の履修登録 ・成績処理システムについて
臼 井 保 恵
1.は じめに
1994年度、情報教育 カ リキュラムの改革が行われ、
単位制の変更や段階的履修制度の導入などが実施 され
た。具体的には、従来の コンピュー タ概論は4単 位の
通年科 目であったが、「情報基礎論1」、「情報基礎論II」
とい う各2単 位の半期科 目に変わった。基礎的 な内容
の 「情報基礎論1」 を履修 していることを前提として、
応用的側面を重視 した 「情報基礎論II」を履修するこ
とができる。文学部 を除 く文系学部および農学部が参
加することになった。
文学部は1995年度 よりE記 のカリキュラム を導入 し
た。
1996年度には、次の段階 として、文系学部の 「数値
情報誌1」、「数値情報誌II」、「文字情報誌1」、「文字
情報論Il」、「画像情報論Il、「画像情報論II」、農学部
の 「情報処理論1」、「情報処理論Il」が開講 された。
94年度以前の入学者は、それぞれの科 目の1とIIを履
修することにより、通年4単 位 を得 ることができる。
また、経営学部の要請を受け、この年か ら和泉の2年
生 を対象に数値情報論、文字情報誌、画像情報論 の各
1・Hを開講 した。
このような経過 に したがって履修登録及び成績処理
システムを構築 して きたが、色々な課題がいまだに
残 っている。一つは、 どうしたら効率 よ く希望の授業
を履修 させるか とい うことであ リ、もう…'つは、新 し
い技術 をどのような場面で取 り入れれば効果的である
か,と いうこ とである。
このシステムの開発は実験的な意味 も持ってい るた
め、全学的な システムの構築 に先駆けた試みでもある。
2.1997年度のシステム変更
情報教育科 目の希望者は年々増加 してお り、授業 コ
マ数や情報教室を増や しても、全 ての希望者 を受 け入
れるまでには至 らない。 その反面、抽選に通 り履修が
確定 した後 で、取 り消す学生が毎年かな り出るため、
宝貝に満たない授業が存在する。履修登録システムの
範囲でこうした問題を解決するために、1997年度は、
次のこ とを試みた。
①前年度抽選に落ちた学生の優先
受講希望者の増加 により、2年 連続 して抽選にもれ
た学生 も出てきたため、前年度の抽選ファイルか ら落
選 した学生番号を取 り出 し、優先 して抽選を行 った。
②履修第三希望の追加
前年度は第二希望 までの抽選で決定をしたが、欠員
の出る科 目が 多かった。 第三希望 まで書かせ ることに
より希望の科 目を履修で きる可能性が高 くなるとい う
想定の下に、OMRシ 一一トに第J-1=希望記入欄 を追加 し、
抽選 を行った。
③希望度の採用
登録後の履修取 り消 しが毎年かな リ出てくる。 どの
程度、履修 を望んでいるかの尺度 を希望度 と定義 し、
授業 コー ドと並べて1か ら9ま での数字 で記入させ、
抽選する時点 で考慮 した。
上記の① ～③ のように変更 した結果 と前年度 との比
較を表1に 示す。一次募集で決定 した人数は、前年度
と比較すると基礎論では多少増 えたが、逆に取 り消 し
も増えている。履修取 り消 しの理由 を、「取 り消 し申請
書」の内容か らみると、他の科1-1と重なったため、 と
い うのがほ とん どである。
以上の ように、現状の登録の方法 を変える程度のシ
表1履 修状況
1996年度. 1997年度
基礎論1 各種処理論1 基礎論1 各種処理論1
一次募集決定後履修者の宝貝に対する割合 81.9% 57.8% 79.4% 70.6%
一 ・二次募集後決定の定 員に対する割合 92.2% 50.4% 90.5% 69.5%
取り消し者の履修決定者に対する割合 3.2% 7.5% 4.4% 9.2%
未受験者の履修決定者に対する割合 6.6% 11.4% 6.1% 9.2%
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ステム変 更では、問題の解決には あま り役に立たない
という結論 を得 た。
3.全 学的 なシステムへの展開
前段で述べた ように、履修登録時 に試みた希望度や
第三希望 の導入は、は っき りした効果が見 られなか っ
た。即 ち、情報教育科 目だけ を単独 で考 えても、全学
の システムを広 い視 野 に立 って総 合的 に捉 えなけれ
ば、限界がある とい うこ とである。 そしてその モデル
と しての情報教育科 目の履修登録 ・成績処理 システム
を再検討す る。
まず、 どの ようなことを実現 したいか、次の3つ の
視点か ら考 えてみ る。
学生の要求 としては、
・登録時に手続き上の間違いがな くなる
・登録条件 を満 た しているかチェックできる
・その場 で履修登録結果が分かる
・自分の履修状況や成績 を見 るこ とが出来 る
な どが必要であろ う。
窓口業務 としては
・登録受付、抽 選結果発表などの業務が簡単になる
・履修取 り消 し、修正処理が窓r1で出来 る
・問い合わせのための検索が受付 で出来 る
・名簿 などの必要帳票がす ぐに印刷 できる
・教員 との成績の受 け渡 しが、簡単 に確実に出来る
が考 えられる。
教員のサ ポー トシステムの機能 としては
・窓Ilとの成績の受け渡 しが、簡単 に確 実に出来 る
・必要 なデー タや帳票がす ぐ手に入る
・学生 の成績や 出席状況 を検 索す るこ とが出来 る
等が必要ではないだろうか。
以上のよ うな要求仕様 を統合 した システム を念頭に
おき,次 の ような作業 を行 ってい く予定 である。
・サーバ ・クライアン トシステムの作成
・Wcbを用いた履修登録の実験
・成績の受渡 し方法の再検討
これ を情報教育科 目の範囲で実現 できれば,拡 張す
るこ とにより、大学全体 の システムに対 して適 用す る
ことも可能 になる と思われ る。
次 に、各作業について具体 的な課題を列挙 する。
① パソ コンを中心 としたサーバ ・クライアン トシステ
ムの作成
授 業 に関す る問い合 わせ な どの ための検 索 シス テ
ム、名簿 などの印刷,履 修の修正,取 消などが窓rlで
す ぐに対応出来 るようにす る。そのために、 どんなソ
フ トを使 って、 どのよ うなデー タベー スを構築すれば
良いか を、検討 して行か なければな らない。
②Webを 用いた履修登録の実験
現状では、OMR用紙記入時の ミスが、過去平均で約
1割発生 している。二次募集では全員登録することに
なるため、 これらの原因を調べた り訂正 を行 うのに、
毎年かな りの時間が費や され る。
学籍 、過去の履修、単位数や その他 の条件を参照 し
なが ら、学生がパソコンか ら登録 できるシステムを、
Webを用 いて構築す る。
ただ し、これ を実施す る場合 には、パソコンの台数
が履修登録者に対 して充分か、受付の 日程は どうか、
デー タのバ ックア ップの方法、登録後の確認方法 など
解決すべ き問題がた くさんある。
③ 成績の受渡 し方法の再検討
現在 フロッピーディスクで、教員 と成績の受 け渡 し
を行 っている。 これは履修者デー タを郵送 し、成績 を
入れて返送 してもらうシステムである。 この方法は、
受け渡 しに時間がかかるし、不確実 である。ホー ムペー
ジを利用す るなど、良い方法を検討 してい きたい。
4.終 わ りに
この システムの運用を始めた1994年度には、情報教
育科 目は100コマで あったが、1997年度には119コマに
なった。 しか し未だに、希望者金貝が履修で きるまで
には至 ってい ない。授業以外に も電子 メール、 ホーム
ペー ジと利用者の増Jmに伴い、運用す るための事務量
も増 えて きてい る。
この よ うな背景の下で取 り組むべ き問題 は、まだた
くさん残 されている。学生、教員、 そして職員が使い
やすいシステム作 成をさらに目指 したい。
